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個人内評価 

2018年の平
ピョン

昌
チャン

オリンピックでのことです。女子フィ
ギュアスケート代表の宮原知子選手は、ハイレベルな戦い
を繰り広げましたが、結果は4位でした。その演技後のイ
ンタビューのシーンに強い印象をもったのです。 
記者は、宮原選手へのインタビューの第一声を「残念で

したね。惜しくもメダルに届きませんでしたが、お気持ち
を聞かせてください。」としました。 
宮原選手は表情を曇らせ、「そうですね…」と力ない声でインタビューに答えてい

きました。その内容もメダルを取れずに申し訳ないという反省の弁が中心です。 
その後、民放で松岡修造氏が宮原選手にインタビューをしました。あの熱血キャ

ラクターの松岡氏です。その第一声は「すごかったですね。パーソナルベストです
よ。」でした。宮原選手の結果は、順位としては4位でしたが、宮原選手個人の成績
で見ていくとパーソナルベスト、自己最高得点をマークしていたのです。松岡氏の
インタビューを受けた宮原選手は、パッと表情を明るくし、けがをしてからも諦め
ずに練習に励んできた過程を自己評価し、今回の結果に対して、関係者に感謝の気
持ちを表していました。 
宮原選手の結果は同じ結果であるのに、声のかけ方で結果を不十分なものと捉え

させるのか、成果として捉えさせるのか、全く違った印象を与えています。 
この印象の違いは、宮原選手を相対評価した視点と個人内評価した視点の違いで

もあります。周囲と比較してその人物を見ていくことはもちろん大切な評価の在り
方ですが、どうも私たちはそれに偏っているように思います。個人内評価は、その
人物にスポットが当たった味方です。周囲との違いは評価の視点に含まれません。
だから、結果が周囲によってマイナスに評価されたり、プラスに評価されたりする
こともありません。 
私たちの子どもを評価する視点はどうでしょうか？偏ることなく、その子どもに

スポットを当てて評価できているでしょうか？見つめ直してみたいと思います。 
  
 

第２回避難訓練 

１０月２４日（金）に第２回避難訓練を行い
ました。今回は、休み時間に予告なしで実施し
ました。多少、あわてたり、話し声が聞こえた
りと反省する場面もありましたが、４分間で全
校児童が運動場にスムーズに避難することがで
きました。 
全体では、①あわてないこと ②放送をよく聞くこと を確認し、自分の命は自

分で守る「本物の力」を身に付けることについて話をしました。 
 
 
 

子ども・保護者・地域・職員、みんなが自慢できる温かい学校づくり 

１１月の生活目標：あとしまつ名人になろう 
令和７年１０月３1日 第１１号 

文 責： 校 長 日髙 文博 



村松っ子感謝祭 

１０月１９日（日）は、PTA主催の「村松っ子感謝
祭」が開催されました。PTAの保護者の皆様、おやじの
会の皆様には、計画段階から当日の運営まで大変お世話に
なりました。本校職員も可能な限りのお手伝いをさせてい
ただいたところです。また協賛として、まちづくり協議
会、子どもを守るネットワーク、村松小学校区青少年育成
協議会にも関わっていただきました。ありがとうございま
した。 
当日は、大勢の子どもたちが集まり、西海太鼓と明誠高

校ブラスバンド部の演奏、ゲームコーナー、村小アルクエ
スト、屋台コーナーなど盛り沢山の内容にみんな楽しめて
いたようでした。 
大人と子どもが笑顔で関わることのできる貴重な時間を

過ごせたことが何よりでした。 
 
 

６年生修学旅行 

１０月２８日～２９日の１泊２日で６年生が熊本県へ修学旅行に出かけました。
天候にも恵まれ、すべての活動を予定どおり実施できました。普段の学校での学び
を生かして、本物に触れることで多くのことを学ぶことができました。次は、修学
旅行での学びを学校での暮らしや自分の生き方に生かしていくよう指導していきま
す。 

 
【熊本城】  【エルパティオ牧場】   【ホテル】  【三井グリーンランド】 

 

※画像は個人が特定されないように処理しています。 


